
AkiraSuzuki

lPT･1'matcs.12(3-4):415-418(1971)]

学 会 発 表

1)ThepresentsituationoII.lpanCSCrnOnkcys;n

theirnaturalhabitat.

SyunzoKawamura

TheICLAAsianPacificMeetingonLaboratory

Animals(1971)

2)オナガザル科数種の行動域について

水野昭窓 ･河合雅雄 ･安藤 滋

日本生態学会節19回大会 (1972)

3)ウガンダの森林性サル類のテレメトリによるアクテ

ィビティの測定

河合雅雄 ･安藤 滋 ･水野昭恋

日本生態学会節19回大会 (1972)

4)テレメトリによる森林性正長輔の生態学的研究

河合雅雄 ･水野昭忍 ･安硝 滋

卯25回El本人籾学会円木民族学仝迎合仝 (1971)

5)正長XTiのあそぴについて

的 木 見

E]木劫物心TR学会シンポジウム (1971)

6)チンパンジーの群問関係に関する問題点

鈴 木 晃

節15回プリマーチス研究会 (1971)

7)ニホンザルコドモの社会関係と遊びについて

三 戸 松 代

第25回日本人類学全日本民族学会適合大会 (1971)

変異研究部門

野沢 謙 ･江原昭斗

和田一雄 ･四郎即適

正武孝義

研 究 概 要

1)サルの群れの;史伝学的柄造に関する理謝(]研究

野沢 冨校･庄武孝衣

ニホンザルにはその社会構造の単位として群れの存在

が確認されている｡群れの退伝学的有効サイズ,群れの

mの移出入率などは,ニホンザル集団の遺伝学的構造と
動態を支配する茄要なパラメーターである｡従来から苗

i-i･しているニホンザルの社会,生態学的知見を利mし
て,これらパラメーターを定見的に明らかにしようとす

るものである｡

2)㌫長Xfiの免疫学的,生化学的泊伝変異の検索

野沢 純･正式孝苑

迫IL･的多型現象のTl7Eを明らかにし.その琉皮分布を

もとにして,サルの災田の杓並と動態を統計学的に解明

せんとするもので,現花は血液ZilJ.と血液窮白の退伝変異

を明らかにすべく材料の収餌と検索を行なっている.

3)家市化現象のttS岡迫伝学的研究

野沢 謙･庄武草花

IJ･:米謂文系とそれらの野生原種の迫伝学的野外調査,

および次苗と野生耶和の退伝的交流に関する調査によっ

て流gP.ln家畜の起臥 抑流をnJ)らかにすると共に,宏巧

化現象そのものの宍倍を耶明すべく研究が続行されてい

る｡

4)霊長籾iJ3田中の氾伝的flT.:ilこ関する研究

nI武 孝 衣

笠長和袋田中の退任的fl不才を排出することによってイ

ンセストと袋田の維持穐手持との関係をin求しようとする

ものである｡

5)霊長類各分類郡の所冊謂形17の形態学的研究

W. 原 耶 -;q'1

46年皮は,主として各分類珊瑚冊のⅩ一射管につい

て,顎骨の先述皮 (Prognathieと Subgnathic) を調

べた｡現花諏冊の形僧とJl活梯煙,柑 こiW'f･.との間逆を
分析中｡

6)忠良瑚各分相即の Manipulationの研光

ir:lJTtm '.tr･.(.

詔広郷各分類群の-7･･の形 ･桐山は.そのLl:.fLTif,浪式を反
映して独特の適応型を示す｡木研究は.叩なる人rr.】工学
的な分析でなく.サルの状況と班mバターンを祝賀'i･分
翻し.現在大きく8バターンに分けて挽rg;巾である｡祉

全部門 ･河介と共同研兜で.すでに4647:皮共同利m研究

会では発表すみだれ さらに分析を進めて近く発表の予

定｡

7)ニホンザルの出凪 形悠学的変只に関する研究
和 川 一 排

志田関原を中心にして下北半出.自神山地など枇つ地

･Tifのニホンザルの生活と形Llの変只を調光している｡1爪

'=･地･Tほのニホンザルのそれと比較して,ニホンザルゐ変

異性,適応比の特赦をとらえ,さらには,ニホンザルの

起源の問題にアプローチすることを日掛 こしている｡

8)インド搾.紋別;言の址-.li!i･形班学的変Jr'e-に関する研究

科llTt 一 雄
マカカ屈の系統 ･迎化を研究するステップとして,イ

ンド北西印･デカン苅田でアカゲザルを中心にその変異

を生態 ･形態の両面から調査する｡

9)ニホンザル自然群におけ■る個体の行動の研究

西 部 顕 連

立として餌さづけされたニホンザル自然群を対象とし

て,個休の行動の分類および各単位行動と性,年令,社

会的条件.季節等との閑適を質的および盈的にみること

から,霊長矧 こおける行動の変異t1...発達.個休性など
の問題にアプローチしている｡
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10)とくに高崎山自然群を対象としたニホンザルのポピ

ュレーション～社会粗放-植生環境の相互関係に関

する研究

西 都 鞄 逮

生活史部門 の杉山事丸 大沢秀行,所外の伊谷純一

郎,水原洋城,増井滋一他との共同研究である｡この研

究は生態学的な目的と同時にニホンザルの餌付け群と自

然群の保護と管刑のための誠礎虫料を得ることも目的と

している｡

研究発表 (1971年4月～1972年3月)

論 文

1)柳が坪氾跡目土の人骨について

江原昭蕃 ･渡辺 毅

〔柳が坪退帆 22-24(1971)東海市教育委員会〕

2)木XIl谷Lh土人骨について

江原昭蕃 ･渡辺 毅

〔木刈谷追跡,(1972)刈谷市教育委員会〕

3)GcncII'cloadinanimalpopulations.Il.Dairy

goal

TakayoshiSbotake

CJap.J.Zootch.Sci.,42:409-416(1971)]

学 会 発 表

1)乳Lll淡fg仲 の トランスフェリン迫伝子の年令による
偏りについて

圧 武 孝 並

節59回日本畜産学全 く1971)

2)口木ザルのLtfにおける空白ff迫伝的変異について

庄武孝義 ･大介よし子

野沢 誰 ･石本剛一

節16回プリマーテス研究会 (1972)

3)コロブス屈の頭盈旺キフォーゼにおける変異性およ

びその形態学的意義

江 原 昭 音

節25回日本人Wl学El本民族学連合大会 (1971)

4)挟み独ylの前突節と下突顎の形態学的分析

江 原 昭 音

節16回プリマーチス研究会 (1972)

5)ニホンザルにおける音声の年令的変化

西 都 戟 達

第16回プリマーチス研究会 (1972)

総 説

1)似て非なるもの一霊長類をたしかめる-

江 原 昭 首

〔モンキー,No.121:4-5(1971))

2)北ボルネオの家畜について

庄 武 孝 義

〔在来家畜調査団報告,5(1972)〕

生活史研究部門

杉山幸九 ･小山直樹

田中二郎 ･大沢秀行

研 究 概 要

1)各種霊長類 (特にニホンザル)の個休群生態学的研

究

杉山事九 ･小山直樹 ･大沢秀行

1. ニホンザルの自然群ないしは地域社会について,

山生,死亡,転籍,年令構成およびそれらの長年に

わたる変動の資料を玉出として,個体群の人口学的

研究を進めており. さらにこれを摂食,排出,同

化,呼吸および成長などの個休の生物経済学的資料

の収先と合わせ,ニホンザル自然個体群の生産生態

学を志向しつつある｡

2.各種霊長類の自然環境下における生活内容を明ら

かにする一環として,協同,成乳 祉会干渉などの

個体nq祉会関係を中心とした行動の分析,および個

休のたんなる岱まりを越えた存在としての,北田か

ら個体への作用をとらえていく試みを通じて,RI団
の構造や変丑をとらえる研究を進めている｡

2)狩訓u采袋民の生態人類学的研究

田 中 二 郎

現生狩猟採光民,とくに南アフ))カのブッシュマンの

生活を.生息地の食物丘,択食乱 行動丘,行動範囲か

ら社会構造にいたる生態学的研究を進めており,これは

究極的には 1)のテ-マと開通させながら,人類進化の

過程における生活様式の改元を試みようとするものであ

る｡

研究発表 (1971年4月～1972年3月)

論 文

1)Characteristicsofthe sociallireofbonnet

macaques(Maracaradz'aEa)

⊂Pn'mates,12(3-4):247-266(1971)〕

YukimaruSugiyama

2)ObservationsonmatingbehaviorofwiIdsiam-

anggobbonsatFraser'sHill,Malaysla

〔PrimaEes,12(2):183-189(1971)〕

NaokiKoyama

学 会 発 表

1)鈴鹿山系霊仙山生息ニホンザル郡の観察

杉山串九 ･大沢秀行

節16回プリマーテス研究会 (1972)

2)高崎山生息ニホンザルのポピュレーションセンサス

大沢秀行 ･杉山幸丸
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